
日髙　和
なご

結
み

ちゃん（３歳）
　　　伊

い

栞
おり

ちゃん（１歳５カ月）
これからもいっぱい楽しいこ
としようね♡

田嶋　楓
かえで

ちゃん（２歳）
　　　葵

あおい

ちゃん（１カ月）
妹と早くお話がしたいな♪

若尾　緒
つぐ

美
み

ちゃん（５カ月）
すくすく健康に育ってね☆

藤田　羚
れ

亜
あ

ちゃん（２歳９カ月）
いつもたくさんお話してくれ
てありがとう♡

1００歳おめでとう
ございます !　わが家のアイドル（対象年齢

は４歳未満、兄弟・姉妹と一緒
に写っている写真でも可）は、
写真に、メッセージ（20字程度）
を添え、住所、保護者と子ども
の名前（ふりがな）、撮影時の年
齢（月齢）、電話番号を記入し、

封書で上記の宛先まで応募してください。
　また、市ウェブサイトからもご応募いた
だけます。
　なお、今応募した場合、掲載は約６カ月
後になります。

富
田
林
市
役
所
都
市
魅
力
課

常
盤
町
1
番
1
号

－５８４ ８５１１

住
所
・
氏
名
ふ
り
が
な
・
電
話
番
号

（

）

宛先

　
川
柳
・
短
歌
・
俳
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
は
が
き
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
（
１
人
各
５
点
ま
で
）。
市
内
在

住
の
人
で
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
作
品
の
漢
字

や
氏
名
に
は
必
ず
フ
リ
ガ
ナ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
６
月
号
の
「
俳
句
」
は
４
月
30
日
㈯
、７
月
号
の
「
川

柳
」（
宿
題「
芝
居
」は
５
月
31
日
㈫
、８
月
号
の「
短
歌
」

は
６
月
30
日
㈭
ま
で
に
応
募
（
い
ず
れ
も
必
着
）
し
て

く
だ
さ
い
。
宛
先
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

川
柳
富
柳
会　
山
野　
寿
之
選

　
　
　
　
今
月
の
宿
題
「
草
」

＝
秀
句
＝

蕗ふ
き

の
薹と

う

両
手
に
母
が
溢あ

ふ

れ
出
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
動
ケ
丘
町　
長
田　
み
つ

《
選
評
》
雪
が
溶
け
た
頃
里
の
母
か
ら
今
年
も
両
手

か
ら
溢
れ
出
る
蕗ふ

き

の
薹と

う

が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ほ
ろ
苦
い
味
は
、
母
の
小
言
の
よ
う
で
も
あ
り
ま

す
が
、
両
手
か
ら
溢
れ
出
た
の
は
手
を
真
っ
赤
に
し

て
摘
ん
で
く
れ
た
、て
ん
こ
盛
り
の
母
の
愛
で
す
ね
。

草
摘
ん
で
母
の
十お

は

こ

八
番
は
蓬よ

も
ぎ

餅も
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
々
山
台　
　
　
三
浦　
修

ラ
ン
ド
セ
ル
ほ
り
投
げ
四
つ
葉
探
す
子
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
錦
ケ
丘
町　
松
島　
き
よ
み

黄た
そ
が
れ昏
に
勿わ

す
れ
な
ぐ
さ

忘
草
を
口
ず
さ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
辺
台　
　
　
児
玉　
節
子

せ
め
て
草
刈
り
ご
先
祖
さ
ま
の
汗
の
畑は

た　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
志
町　
　
　
澤
田　
悦
子

雑
草
と
呼
ぶ
な
名
も
あ
る
花
も
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
池
台　
　
　
　
岡
野　
圭

春
の
草
新
入
生
の
顔
し
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
台　
　
　
二
宮　
章
子

蕺ど
く
だ
み草
の
効
能
百
を
秘
め
た
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選　
者　
吟

※
５
月
号
は
「
短
歌
」
を
掲
載
し
ま
す
（
な
お
、
応

募
は
３
月
31
日
で
締
め
切
り
ま
し
た
）。

伊藤　日出子さん伊藤　日出子さん 埜田　ハルヱさん埜田　ハルヱさん
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富
田
林
市
市
民
会
館
を
利
用
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

　
富
田
林
市
市
民
会
館
（
愛
称
レ
イ
ン

ボ
ー
ホ
ー
ル
）
に
は
旧
館
と
新
館
の
2

つ
の
棟
が
あ
り
ま
す
。
旧
館
は
築
47
年

を
迎
え
、「
富と

ん
じ
ゅ
で
ん

寿
殿
」
で
親
し
ま
れ
た

結
婚
式
場
の
名
残
を
と
ど
め
る
建
物
で
、

現
在
で
は
イ
ベ
ン
ト
や
展
示
会
場
な
ど

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
館
は

築
33
年
を
迎
え
、
ス
ポ
ー
ツ
利
用
を
主

軸
と
し
た
多
目
的
ホ
ー
ル
や
、
富
田
林

商
工
会
、
中
央
公
民
館
喜
志
分
館
な
ど

が
入
館
す
る
複
合
施
設
で
す
。　

　
市
内
外
の
人
を
問
わ
ず
、
誰
で
も
貸

室
を
利
用
で
き
る
施
設
と
し
て
、
幅
広

く
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
利
用
の

内
容
は
、
教
室
や
展
示
販
売
、
研
修
、

発
表
会
、
卒
団
式
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
市
民
会
館
で
は
、
平
成
22
年
か
ら
無

料
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
を
い
ち
早
く
導
入
し
て

い
ま
す
。
近
年
の
コ
ロ
ナ
禍か

で
、
大
勢

が
集
ま
り
に
く
く
な
る
中
、
リ
モ
ー
ト

会
議
や
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
を
行
う
人
の

利
用
が
あ
り
、
新
し
い
つ
な
が
り
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
か
ら
は
図
書
館
喜

志
分
室
が
閉
館
し
た
こ
と
で
、
予
約
図

書
の
お
渡
し
と
返
却
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

し
て
お
り
、
地
域
の
読
書
好
き
の
皆
さ

ん
が
市
民
会
館
の
窓
口
を
通
じ
て
図
書

の
利
用
を
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
春
は
隣
接
す
る
粟
ケ
池
共
園

の
桜
が
と
て
も
綺
麗
で
、
市
民
会
館
の

部
屋
か
ら
も
素
敵
な
景
色
を
楽
し
め
ま

す
。
ま
た
、
令
和
元
年
に
開
通
し
た
粟

ケ
池
バ
イ
パ
ス
は
、
ゆ
っ
た
り
と
軽
い

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。

●
サ
ー
ク
ル
創
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
ご

利
用
を

　
令
和
元
年
か
ら
、
中
央
公
民
館
喜
志

分
館
の
受
付
業
務
を
、
市
民
会
館
の
窓

口
で
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ

り
、
活
動
が
難
し
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
少
し
ず
つ
で
も
サ
ー
ク
ル

活
動
を
始
め
や
す
く
す
る
た
め
、
施
設

利
用
料
を
半
額
に
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
外
の
人
を
問
わ
ず
、
た
く
さ
ん

の
人
と
交
流
を
増
や
し
た
い
場
合
は
市

民
会
館
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
富
田
林
市
市
民
会
館
の
講
座
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か

　
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な
人
、
誰
か

と
活
動
し
た
い
人
は
市
民
会
館
の
講
座

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の

人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
参
加
し
た
日

に
支
払
い
が
で
き
、
予
約
に
キ
ャ
ン
セ

ル
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。　

生
涯
学
習
課
〔
☎
（26）
８
０
５
６
〕

生　涯　学　習　の　窓 86

　本市では、平成31年１月より「富田林市手話言語
条例」を施行し、手話は言語であるという認識に基づき、
手話への理解促進、手話の普及、啓発を進めています。
　耳の聞こえる人は、日本語や英語など「音声言語」
でコミュニケーションを図りますが、耳が聞こえない、
聞こえにくい人の中には手話をコミュニケーション言
語としている人がいます。
　手話は手指や体の動き、表情などを使ってコミュニ
ケーションを図る「見る言語」です。手話を覚えて、
コミュニケーションを図り、聴覚障がいへの理解を広
めていきましょう。
日常で良く使う表現を学びましょう（パート３）
　簡単な表現を覚えることで、お互い親近感が沸き、
相互理解につながります。

●ワンポイント手話
　対象となるモノを指さしした後に下記の手話を入れ
る事で意味が分かりやすくなります。表情も付けると
更に良いでしょう。
①好き
右手人さし指、親指を伸ばした状態で顎に付
け、右手を下に下すと同時に人さし指と親指
の指先をくっつけます。好きだという表情で
表現すると更に良いです。
②嫌い
嫌という気持ちを含めて自分の体から外側へ
追いやる動きとなります。嫌という表情を付
けると更に良いです。
③かまわない
立てた小指を顎に2回当てるような
仕草。
④待つ
右手の4指を付け根から曲げて、顎の下に当
てます。指の背に顎を乗せているイメージ
です。

障がい福祉課（内線192）
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